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大学生アスリートの競技中の暑熱に対する思考と対
処行動











発表によれば，平成 30 年 7 月 9 日─ 15 日までの全国 6 都市
の暑さ指数 （WBGT） の平均値は，過去 10 年間の平均値と比
較して 1―3℃高くなり，過去 10 年間の平均値が最も高い時
期をさらに上回る状況となった。それと同時に，全国の熱中
症による救急搬送人員は，9,956 人 （総務省消防庁 , 2018） と
なり，暑さによる健康被害も軽視できない状況となった。通
常，身体の熱は環境に対して逃げていく場合が多いものの，








が 7 月 24 日─ 8 月 9 日であり，続く東京 2020 パラリンピッ







































分補給をするなど 37 のカテゴリ，対処行動については，水分補給をするなど 31 のカテゴリが得られた。
キーワード：暑熱対策，水分補給，熱中症















　回答内容の整理・集約は，KJ 法 （川喜田，1970） の 4 つの








専門とする教員 1 名の計 2 名で実施した。
結果と考察
1．対象者の属性
　対象者は，平均年齢 18.5 歳 （1 年生 104 名，2 年生 37 名，3
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Table2．「高温下で行っている対処行動」のKJ法の結果
